








局管轄区域

国有林

近畿中国森林管理局

森林技術・支援センター
（岡山県新見市）

（大阪市北区）

森林技術･支援センターは、全国７箇所にある森林管理局に一カ所ずつあり、近畿中国

森林管理局では岡山県新見市に設置されています。

森林・林業に関する技術開発と、試験・研究の成果を広く民有林へ普及する

ことで、わが国の森林・林業の再生に貢献することを目標にしています。

近年は林野庁が進める低コスト育林技術やICTを活用した森林

管理に関する技術開発等を推進しています。

庁舎外観はヒノキの切株の形をしています

職員はたった６人ですが、いつも協力して

課題に取り組んでいます。

森林技術・支援センターのHPはこちら→
http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/g_center/index.html

森林技術・支援センターへのアクセス
新見ICから車２分、JR新見駅から徒歩15分

伐採から再造林・保育に至る収支をプラス転換する「新しい林業」の着実な推

進に向け、林業の低コスト化に向けた技術開発を推進しています。

例えば、これまで当センターが実施してきた技術開発試験は、コンテナ苗植栽

試験、早生樹試験（センダン、コウヨウザン）、エリートツリー試験、列状間伐

試験、針広混交林試験、里山広葉樹資源の有効活用及び天然更新技術に関する試

験、ドローン・地上レーザ計測機器などＩＣＴ機器活用による森林資源の効率的

な森林管理等があります。

里山広葉樹の販売

現在は、これらのうち、早生樹試験（センダン、コウヨウザン）、里

山広葉樹資源の有効活用及び天然更新技術に関する試験など９つの技術

開発課題（令和４年度現在）に継続して取り組み、各種実証データの収

集・分析等を行っています。

詳細は当センターHP内「森林・林業技術視察プログラム」をご覧くださ

い。ご要望に応じて視察コースのアレンジも可能です。

私達がご案内します！ 当センターHPの森林・林業技術視察プログラムに関するページはこちら→
https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/g_center/shisatsu_program.html

国有林が取り組む技術開発の成果を民有林に普及するため作成した「森林・林

業技術視察プログラム」に基づき、職員が技術開発試験地等をご案内いたします。

例えば、一貫作業システム、列状間伐等の造林・育林の低コスト化技術やド

ローン等のICT機器を活用した森林管理をご覧いただけます。

早生樹（コウヨウザン）スマート林業

森林技術・支援センター
の取組紹介

森林技術・支援センター
の取組紹介

森林技術・支援センター
の取組紹介
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大学や試験研究機関等と連携して、共同研究、現地検討会、講師派遣、研修の受け入れといった、

様々なかたちの普及及び支援活動を実施しています。

普及・支援｜林業大学校等 普及・支援｜地方自治体、公共団体等

普及・支援｜職場内研修

林業大学校、高校等の地域の担い手として期

待される学生に森林・林業に関する講義やICT機器

を活用した森林調査等について指導しています。ま

た、職場体験プログラムの受け入れも行っています。

地方自治体、公共団体等のご要望に応じ講義や技

術指導を行っています。また、出張講座や研修会等

も受け賜ります。

局主催の研修や森林管理署等のOJTといった職場

内研修で講師やスタッフとして活動しています。

普及・支援｜現地検討会
試験研究機関等と連携し、府県、市町村の林務担

当者や森林組合、事業体等を対象に現地検討会を開

催し、国有林の造林・育林の低コスト化等に関する

技術を普及しています。

ドローンで記念撮影♫

また、技術開発試験地を一般の方々にもご覧いただくための森林・林業技術視察プログラ

ムをHPで公開しています。ご興味のある内容については、職員がご案内させていただきます

ので、お気軽にご相談ください。

最後に、当センターでは引き続き、森林・林業の低コスト化の実現に向けて、新たな技術

開発と普及に取り組んでまいります。

国内の人工林が本格的な利用期を迎え、国産材の供給量が着実に増加しています。

一方、林業技術者の人手不足、森林の高齢化、災害の増加など課題も多くあるのが現状です。

これらに対応するため、私共の組織では日々技術開発に取り組んでいます。

成果は現地検討会や研修会、出張講座を通して、民有林に広く普及することとしています。









木質バイオマス発電とは

木質バイオマス（製材端材や木質チップ）を燃やして
タービンを回して発電する発電方法です。



バイオマス発電の目的
〇二酸化炭素の排出を抑制、地球温暖化を防止

木質チップを燃やすと二酸化炭素を発生しますが、
森林が更新されることで、樹木の光合成により二酸化
炭素の吸収・固定が進みます。

〇廃棄物の発生を抑制

製材工場の残材などを有効に活用することで、廃棄
物を減らすことができます。

〇エネルギー資源としての利用

化石燃料に頼っている日本のエネルギー需要を多様
化するため、バイオマスエネルギーも利用していく必
要があります。
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